
「
お
内
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」

三
三

《
史
料
紹
介
》

「
お
内
仏
考
」
─
『
真
宗
東
派
在
家
勤
行
年
中
行
事
』
翻
刻
─

青
　
木
　
　
　
馨

解
題

　

こ
こ
に
一
冊
の
、
幕
末
期
の
真
宗
門
徒
向
け
の
お
内
仏
お
給
仕
本
が
あ
る
。
文
政

十
二
年
（
一
八
二
九
）
版
行
の
小
本
で
あ
る
が
、
江
戸
期
の
こ
の
種
の
本
は
管
見
で

は
ほ
と
ん
ど
他
例
を
見
な
い
。
例
え
ば
、
移わ
た

徙ま
し

勤
め
の
時
の
打
敷
は
白
、
供く

器げ

（
笱
）

の
方ほ
う

立た
て

も
白
か
銀
と
す
る
。
あ
る
い
は
、
不
幸
の
時
、
遺
骸
は
仏
壇
か
ら
離
す
か
小

屏
風
等
で
隔
て
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
現
在
の
あ
り
方
と
は
趣
を
異
に
す
る
点
も
散

見
さ
れ
る
。
総
じ
て
、
お
給
仕
や
報
恩
講
は
じ
め
、
年
中
の
祖
師
・
高
僧
な
ど
の
勤

め
ご
と
の
心
得
は
細
部
ま
で
厳
格
で
、
近
世
真
宗
門
徒
の
日
常
の
あ
る
べ
き
姿
が
浮

き
彫
り
と
な
る
。
そ
し
て
、
真
宗
の
仏
事
全
般
を
考
察
す
る
た
め
に
、
こ
こ
に
全
文

を
翻
刻
す
る
。

　

そ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
「
お
内
仏
」
と
は
何
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
若
干
の

考
察
を
加
え
て
お
き
た
い
。

　
「
お
内
仏
」
と
は
、
い
か
な
る
空
間
を
指
す
呼
称
で
あ
ろ
う
か
（
以
下
、
内
仏
と

す
る
）。
少
な
く
と
も
東
西
本
願
寺
で
仏
壇
の
こ
と
を
、
こ
の
よ
う
に
言
い
慣
わ
し

て
来
た
。
特
に
東
（
大
谷
派
）
で
は
現
在
も
こ
の
呼
称
を
正
式
と
し
て
い
る
が
（『
真

宗
の
仏
事
─
お
内
仏
の
あ
る
生
活
─
』（
二
〇
一
三
年
、
東
本
願
寺
出
版
部
刊
）、
こ

う
し
た
呼
称
に
つ
い
て
の
意
味
合
い
は
曖
昧
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
仏
壇
は
「
う
つ
わ
」、
内
仏
は
本
尊
中
心
の
意
義
、
と
抽
象
化
さ
れ
る
。
通

仏
教
的
に
も
、
仏
壇
的
概
念
と
し
て
の
呼
称
は
用
い
ら
れ
る
。
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四

　

次
の
よ
う
な
文
書
が
管
見
に
入
っ
て
い
る
。

　
　

依
望
其
方
、
内
仏
壇
ニ

　
　

本
佛
尊
像
安
置
被
成
、

　
　

御
免
則
御
裏
御
染
筆

　
　

被
遊
下
候
間
、
難
有
被
存
、
可
有

　
　

頂
戴
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
井
隼
人

　
　
　

文
化
十
年　
　
　
　
　
　

正
長
（
花
押
）

　
　
　
　

四
月
廿
五
日　
　

下
間
治
部
卿
法
眼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頼
隆
（
花
押
）

　
　
　
　
　

越
前
国
大
野
郡

　
　
　
　
　

松
丸
村
伝
心
寺
門
徒

　
　
　
　
　
　
　
　

願
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　

教　

恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　

妙　

秀

　

さ
ら
に
、
同
日
付
達
如
筆
木
仏
裏
書
、
同
年
（
一
八
一
三
）
四
月
五
日
付
「
上
納

目
録
・
銀
三
百
八
拾
五
匁
五
分
」
と
す
る
文
書
も
添
う
。

　

こ
れ
は
、
東
本
願
寺
か
ら
発
給
さ
れ
た
「
内
仏
壇
」
の
本
尊
と
し
て
木
仏
を
許
認

す
る
一
連
の
文
書
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、「
内
仏
壇
」
と
い
う
呼
称

が
正
式
に
本
山
東
本
願
寺
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て「
内
仏
」

「
お
内
仏
」
の
呼
称
が
生
じ
た
と
推
定
し
て
お
き
た
い
。

　

も
と
も
と
真
宗
門
徒
に
お
い
て
は
、
道
場
仏
壇
・
在
家
仏
壇
は
未
分
化
で
あ
っ
た

と
言
っ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
僧
と
俗
の
分
化
も
不
明
瞭
で
、
俗
形
で
あ
っ
て
も
法

名
を
名
乗
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
摂
津
市
慶
徳
寺
記
録
（
宝
暦
十
四
年
・
一
七
六
四
・

同
寺
蔵
）
に
よ
れ
ば
、
初
代
道ダ

場ダ

助ス
ケ

（
弘
治
元
年
（
一
五
五
五
）
正
月
十
六
日
没
）

が
「
道
場
本も
と

」
で
こ
れ
が
三
代
続
い
た
と
す
る
。
関
西
地
方
を
中
心
に
、
他
に
「
厨

子
元
」「
辻
元
」
な
ど
の
名
称
で
俗
道
場
が
散
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
寛

永
期
の
記
録
で
あ
る
『
正
福
寺
門
徒
本
尊
控
帳
』（
一
宮
市
正
福
寺
蔵
）
に
、
元
禄

期
に
「
持
仏
堂
」
の
名
称
が
見
ら
れ
、
蒲
池
勢
至
氏
は
こ
れ
を
箱
型
仏
壇
と
見
る
。

し
か
し
、
固
定
仏
壇
か
箱
型
か
は
、
こ
の
呼
称
だ
け
で
は
判
然
と
し
な
い
。
箱
型
に

す
る
理
由
の
一
つ
は
、
他
所
へ
の
移
動
が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
俗
道

場
は
、
必
ず
し
も
特
定
家
で
は
な
く
坊
主
（
責
任
者
）
が
交
替
す
る
こ
と
も
あ
り
、

当
初
は
箱
型
仏
壇
も
地
域
門
徒
（
惣
）
の
共
有
物
で
あ
っ
た
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。

家
の
成
立
と
安
置
の
関
係
は
、
も
う
少
し
後
に
一
般
化
す
る
と
考
え
た
い
。

　

あ
ら
た
め
て
呼
称
に
つ
い
て
注
目
す
る
と
、な
ぜ
「
内
仏
壇
」
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

結
論
は
、「
出
仏
壇①

」に
対
す
る
呼
称
と
考
え
ら
れ
る
。
出
仏
壇
は
、
道
場
形
式
の
基

本
で
あ
る
押
板
の
仏
壇
か
ら
こ
れ
を
改
変
し
、
後
方
よ
り
入
内
で
き
る
こ
と
に
よ
り

内
陣
が
成
立
し
た
形
式
の
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
後ご
う

門も
ん

を
つ
く
り
、
須
弥
壇
に
木

仏
を
安
置
し
、
視
覚
的
に
も
儀
式
的
に
も
道
場
の
本
堂
化
の
特
徴
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
こ
に
は
脇
に
余
間
も
成
立
し
、
こ
れ
は
従
来
の
押
板
形
式
が
踏
襲
さ
れ
、

太
子
・
七
高
僧
な
ど
の
掛
軸
が
奉
懸
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
変
更
が
あ
っ
て
も
、
こ
れ
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三
五

ら
の
仏
間
空
間
は
総
じ
て
「
仏
壇
」
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

蒲
池
勢
至
氏
は
、
内
仏
と
は
個
人
の
箱
型
仏
壇
の
呼
称
で
あ
る
と
し
、「
持
仏
堂
」

も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
と
す
る
。「
内
」
と
は
、表
（
公
：
本
堂
）
に
対
す
る
「
奥
」（
私
：

庫
裡
）と
す
る
解
釈
で
あ
り
、
浄
土
宗
な
ど
で
も
用
い
ら
れ
る
点
も
指
摘
さ
れ
る②

。

　

真
宗
道
場
の
場
合
、
惣
道
場
（
先
に
見
た
「
道
場
本
」
な
ど
と
呼
称
さ
れ
る
場
合

も
含
む
。）
段
階
に
お
い
て
は
住
職
家
は
未
成
熟
で
あ
り
、
自
庵
化
す
る
こ
と
で
名

実
共
に
住
職
家
が
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
、
住
職
家
の
仏
壇
も
必
要
と

な
ろ
う
。
た
だ
し
、
本
堂
仏
間
空
間
の
内
陣
化
と
は
必
ず
し
も
連
動
す
る
も
の
で
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
元
来
「
内
仏
壇
」
と
は
道
場
押
板
仏
壇
・
箱
型
仏
壇

を
問
わ
ず
、
共
通
の
呼
称
と
見
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
出
仏
壇
形
式

に
対
す
る
内
仏
壇
形
式
と
し
て
の
「
形
式
」
の
呼
称
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
、
や

が
て
多
く
の
道
場
の
寺
院
化
に
と
も
な
う
本
堂
化
に
よ
る
内
陣
空
間（
出
仏
壇
形
式
）

が
普
及
す
る
。

　

一
方
、
近
世
後
期
に
は
箱
型
仏
壇
も
加
速
度
的
に
普
及
し
個
人
の
居
宅
へ
の
安
置

も
増
加
し
、
や
が
て
箱
型
仏
壇
そ
の
も
の
を
「
内
仏
」
と
略
称
す
る
こ
と
が
一
般
化

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
現
今
大
谷
派
な
ど
で
顕
伝
さ
れ
る
「
お
内
仏
」
を
「
内
な
る

仏
」
と
伝
承
し
て
き
た
と
す
る
解
釈
と
は
齟
齬
が
生
じ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た

い
。

注①　

櫻
井
敏
雄
「
浄
土
真
宗
寺
院
本
堂
の
成
立
過
程
」（
上
）（
下
）〔『
佛
教
藝
術
』
一

〇
二
・
一
〇
四
号
、
一
九
七
五
・
佛
教
藝
術
学
会
編
〕。
な
お
（
下
）
に
、
出
仏
壇
を

後
門
形
式
と
同
義
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

②　

蒲
池
勢
至
氏
の
説
は
、
筆
者
と
の
議
論
の
中
で
の
こ
と
で
、
口
頭
発
表
は
あ
る
が

具
体
的
に
文
章
化
さ
れ
た
も
の
は
無
い
。

（
追
記
）

　

な
お
、翻
刻
と
入
力
に
あ
た
っ
て
は
千
枝
大
志
氏（
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
）・

川
口
淳
氏
（
同
）・
中
川 

剛 

マ
ッ
ク
ス
氏
（
同
）、
榎
本
明
美
氏
に
御
協
力
い
た
だ

い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
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紀
要
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三
十
九
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三
六

　
　
凡
例

　

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
漢
字
を
適
宜
通
行
体
に
改
め
た
。
振
り
仮
名
が
明
ら
か
に

誤
植
の
も
の
も
一
部
に
あ
る
が
、
原
本
に
沿
っ
た
。
ま
た
、
最
後
の
略
文
字
部
分
に

つ
い
て
は
活
字
に
表
現
で
き
な
い
の
で
、
原
本
を
転
写
し
た
。（
1
オ
）
は
丁
数
を

示
す
。
読
み
易
く
す
る
た
め
に
、
適
宜
読
点
を
付
し
た
。

『
真
宗
東
派
在
家
勤
行
年
中
行
事
』

　

書
　
誌

縦
十
一
・
五
㎝
、
横
十
六
・
三
㎝

朱
表
紙
、
横
本
、
袋
綴
。

全
二
十
七
丁
、
但
二
十
八
丁
（
オ
）
は
裏
表
紙
に
糊
付
。

巻
末
二
十
七
丁
（
ウ
）・
二
十
八
丁
（
オ
）
に
跋
文
あ
り
。
こ
れ
に
続
き
、
以
下
の

刊
記
あ
り
。

　
　
　
　

文
政
十
二
丑
年
初
夏

　
　
　
　
　

発
起　
　

釋
朋
公
（
印
影
）

　
　
　
　
　

名
古
屋
本
町
五
丁
目

　

尾
張
書
林　
　

本
屋
重
兵
衛



「
お
内
仏
考
」

三
七

《
翻
刻
》

	

（1オ）　
　

 

真
宗
東
派
在
家
勤
行
年
中
行
事

（1ウ）	

序

	

夫
真
宗
の
御
門モ
ン

徒ト

朝
夕
勤コ
ン

行
ギ
ョ
ウ

	

の
大タ
イ

意イ

ハ
、
知チ

恩オ
ン

報ホ
ウ

徳ト
ク

の
為タ
メ

な
り
、

	

ま
た
自シ

信シ
ン

教ケ
ウ

人ニ
ン

信シ
ン

大タ
イ

悲ヒ

傳テ
ン

	

普フ

化ク
ヱ

に
し
て
、
其ソ
ノ

源
ミ
ナ
モ
ト

六
字
の

	

果ク
ワ

号ガ
ウ

な
り
、
然シ
カ

れ
は
无
上
大
利

	

の
功ク

徳ト
ク

を
得エ

奉
る
べ
し
、

	

抑
ソ
モ
〳
〵

大
小
の
寺ジ

院イ
ン

だ
に
夫
々

	

勤コ
ン

行ギ
ヤ
ウの
格カ
ク

式シ
キ

あ
り
、
い
か
に
況イ
ハ
ンや

	

在サ
イ

家ケ

の
徒ト

分フ
ン

に
過ス
キ

た
る
ゝ
、
却
カ
ヘ
リ

而テ

	

不フ

如ニ
ョ

法ホ
ウ

也
、
亦
在
家
ハ
事コ
ト

繁シ
ゲ

	

か
ら
ざ
る
を
要エ
ウ

と
す
共
い
え
り
、

（2オ）	

假タ
ト
ヒ令
勤コ
ン

行ギ
ャ
ウハ
疎ソ

略リ
ャ
クの
様ヤ
ウ

た
り
共
、

	

掟ヲ
キ
テを
守マ
モ

ら
ば
何
ぞ
冥
ミ
ャ
ウ

慮リ
ョ
ニ
も

	

叶
わ
ざ
ら
ん
や
、
故ユ
ヘ

に
こ
た
び
在
家

	

内ナ
イ

佛フ
チ

朝テ
ウ

夕セ
キ

勤
行
の
作サ

法ホ
ウ
幷

荘
シ
ャ
ウ

	

厳ゴ
ン

の
差シ
ャ

定ヂ
ャ
ウを
挙ア
ゲ

て
、
念
仏
行

	

者
信シ
ン

后コ

相ソ
ウ

続ソ
ク

の
一井
チ

助シ
ョ

と
す
、
是コ
レ

し

	

か
し
な
が
ら
真シ
ン

成シ
ヤ
ウ

報ホ
ウ

仏フ
チ

恩オ
ン

に
も

	

相ア
イ

備ソ
ナ
ハり
、
ま
た
讃サ
ン

佛フ
チ

乗シ
ヤ
ウ

転テ
ン

法ホ
ウ

	

輪リ
ン

の
因イ
ン

縁ヱ
ン

と
も
な
れ
か
し
と

	

短タ
ン

毫ガ
ウ

を
走ハ
ス

る
事
し
か
り
、

	

　
　

釋
朋
公
謹
言
（
印
）

（2ウ）　

 

真
宗
東
派
在
家
勤
行
年
中
行
事

	

　
　

御
仏
前
御
給キ
ウ

仕ジ

之
次
第

	

一
、
先
ツ
手テ
ウ

水ヅ

を
つ
か
ひ
口
す
ゝ
き

	

　
　

肩カ
タ

衣キ
ヌ

を
か
け
、
数シ
ユ

珠ズ

を
持モ
チ

仏フ
チ

檀ダ
ン

	
　
　

を
開ヒ
ラ

き
輪リ
ン

燈ト
ウ

に
火ヒ

を
点
じ
、

	
　
　

土ト

香カ
ウ

炉ロ

幷
御
脇ワ
キ

香
炉
に
香カ
ウ

	

　
　

を
焚タ
キ

、
夫ソ
レ

ゟ
御
ら
う
そ
く
を
上ア
ケ

	

　
　

夫
ゟ
上ウ
ハ

香
炉
に
沈シ
ン

香カ
ウ

を
焚タ
キ

、

	

　
　

篤ト
ク

と
拝ハ
イ

礼レ
イ

を
と
げ
御
荘シ
ヤ
ウ

厳ゴ
ン
幷

	

　
　

御
道タ
ウ

具グ

等
か
ざ
り
様ヤ
ウ

之
ゆ
が
ミ

	

　
　

ひ
づ
ミ
を
直ナ
ヲ

し
、
夫
ゟ
勤コ
ン

行
ギ
ヤ
ウ

（3オ）	

　
　

可
レ

仕
事
、

	

　
　

右
之
次
第
ニ
候
ヘ
ハ
、
数シ
ユ

珠ズ

肩カ
タ

衣キ
ヌ

ハ
	

　
　

仏フ
チ

檀ダ
ン

に
は
不イ
レ

二

入オ
カ
ズ置

一

、
次
之
間
ニ
差サ
シ

置ヲ
ク

	

　
　

方カ
タ

可
然
事
、

	

一
、
在ザ
イ

家ケ

ハ
平
日
勤
行
ハ
勿モ
チ

論ロ
ン

両
リ
ヤ
ウ

	

　
　

御
迨タ
イ

夜ヤ

・
御
明メ
イ

日ニ
チ

御
祥シ
ヤ
ウ

月ツ
キ

を
初ハ
ジ
メ、

	

　
　

年
頭
歳セ
イ

暮ボ

・
盆ボ
ン

中チ
ウ
ニ
至
迄
都ス
ベ
テ而

	

　
　

御
和ワ

賛サ
ン

次
第
三
首
引
相
勤
候
事
、

	

　
　

但
、
次
第
三
首
章シ
ヤ
ウ

節セ
ツ

未ミ

練レ
ン

之
族
ヤ
カ
ラ

	

　
　

隔カ
ク

三
首
ニ
而
も
可
レ

然
候
、
淘
ハ
三
ツ
ユ
リ

	

　
　

迄
を
最サ
イ

上ジ
ヤ
ウ

之
御
敬ウ
ヤ
マ
イと
心
得
候
事
、

	

一
、
報
恩
講
御
取ト
リ

越コ
シ

斗ハ
カ
リハ
六
首
引

（3ウ）	

　
　

に
て
も
よ
し
、
近チ
カ

来コ
ロ

正
信
偈
真シ
ン

	

　
　

四
句
目
下サ
ガ

り
ニ
相
勤
候
へ
共
、
元
ク
ワ
ン

来ラ
イ

は

	

　
　

中チ
ウ

拍ヒ
ヤ
ウ

子シ

ニ
而
念
仏
賛
ハ
三
ツ
ユ
リ
ニ

	

　
　

限カ
ギ

る
べ
し
、
五
ツ
ユ
リ
等
ハ
無
用
之
事
、

	

一
、
回
向
ハ
在
家
之
分
都ス
ベ
テ
ク
ワ
ン
井

而
願
以

	

　
　

此シ

功ク

徳ド
ク

に
限カ
ギ

る
べ
し
、
外
の
回
向

	

　
　

文
ハ
御
免
無
レ

之
事
、

	

一
、
報
恩
講
御
取
越
并
正
月
三
ヶ
日
・

	

　
　

盆
中
ハ
朱
ら
う
そ
く
上ア
ケ

度タ
キ

事
、

	

一
、
御
供ク

器ゲ

ハ
都ス
ベ
テ而
白シ
ラ

供ク

器ゲ

可
用
之
、

	

　
　

金キ
ン

供ク

器ゲ

ハ
背
ソ
ム
キ

之
事
、

	

　
　
　

但
報
恩
講
に
ハ
近キ
ン

来ラ
イ

乍ソ
ム
キ

背
ナ
ガ
ラ



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
三
十
九
号

三
八

（4オ）	
　
　
　

多ヲ
ヽ

く
用
ゆ
可カ

也ナ
リ

、

	
一
、
御
ら
う
そ
く
上
ヶ
候
節
ハ
上
ハ
香カ
ウ

	

　
　

炉ロ

に
焼
シ
ヤ
ウ

香コ
ウ

可
レ

仕
事
、

	

　
　
　

但
是コ
レ

ゟ
次
下
ニ

焼
シ
ヤ
ウ

香カ
ウ

可
仕
と

	

　
　
　

あ
る
ハ
上ウ
ハ

香カ
ウ

炉
之
事
也
、

	

一
、
御
打ウ
チ

敷シ
キ

か
け
候
節
ハ
必
カ
ナ
ラ
ズ

御
花ケ

束ソ
ク

	

　
　

相ア
イ

備ソ
ナ

へ
候
事
と
心
コ
ヽ
ロ

得ヱ

置ヲ
キ

事
、

	

一
、
御
仏フ

供ク

ハ
平
日
朝
勤
行
済ス
ミ

	

　
　

之
上
ニ
而
相
備ソ
ナ

へ
可
レ

然
候
、
但
夫
々

	

　
　

御
忌キ

日ニ
チ

ニ
ハ
心
コ
ヽ
ロ

懸カ
ケ

て
御
仏ブ

供ク

上ア
ゲ

	

　
　

候
之
上
勤
行
す
べ
し
、
是コ
レ

を
兼ケ
ン

日ニ

中チ
ウ

	

　
　

の
御
敬ウ
ヤ
マひ
と
い
ふ
、
尤
四
ツ
八
分
を

（4ウ）	

　
　

限カ
ギ

り
ニ
下サ
ケ

る
べ
し
、
然
ハ
御
迨タ
イ

夜ヤ

ニ
ハ

	

　
　

御
仏フ

供ク

上
ヶ
候
ニ
不
及
候
、
都ス
ベ
テ而
佛ホ
ト
ケ
ニ

	

　
　

昼ヒ
ル

後ゴ

備ソ
ナ
ヘ

物モ
ノ

ハ
せ
ぬ
も
の
と
心
コ
ヽ
ロ

得ヱ

	

　
　

置
事
、

	

一
、
炎ヱ
ン

暑シ
ヨ

之
節
勤
行
之
時
、
導タ
ウ

師シ

ハ

	

　
　

勿モ
チ

論ロ
ン

助ジ
ヨ

音イ
ン

た
り
共
、
扇
ア
フ
キ

遣ツ
カ

ひ
候

	

　
　

事
甚ハ
ナ
ハ
タよ
ろ
し
か
ら
ず
、
禁
コ
レ
ヲ
キ
ン
ズ
之
、

	

一
、
平
日
朝ア
サ

夕ユ
フ

勤
行
之
時
土ド

香カ
ウ

炉ロ

	

　
　

ば
か
り
ニ
香カ
ウ

を
焚タ
キ

、
御
ら
う
そ
く

	

　
　

上
ず
御
焼シ
ヤ
ウ

香カ
ウ

な
し
、
正
信
偈ケ

舌ゼ

々ヽ

	

　
　

念
仏
賛
回ヱ

向カ
ウ

共
二
ツ
ユ
リ
た
る
べ
し
、

（5オ）	

一
、
十
二
月
大
晦
日
歳セ
イ

暮ボ

之
勤
行
は
、

	

　
　

正
月
元
日
設モ
フ
ケ

之
荘シ
ヤ
ウ

厳ゴ
ン

か
ざ
り
立

	

　
　

候
之
上
、
可
二

相
勤
一

候
、
尤
御
ら
う
そ
く

	

　
　

上
ヶ
焼
香
も
可
仕
候
、

	

　
　
　

正
信
偈　

舌ゼ

々ヾ

	

　
　
　

念
仏
賛　

南
無
阿
弥
陀
仏
ノ
回
向
ノ
ヨ
リ

次
第
三
首
回
向
共
ユ
リ
三
ツ

	

　
　
　

御
文　
　

な
し

	

　
　
　
　

但
、
御
鏡カ
ヾ
ミ

餅モ
チ

ハ
二
重ヂ
ウ

三
重
或
ひ
ハ

	

　
　
　
　

五
重
ニ
も
格カ
ク

好コ
フ

次
第
、
上
ニ
葉ハ

附ツ
キ

の

	
　
　
　
　

ミ
か
ん
を
置ヲ
キ

、
台タ
イ

ハ
白シ
ラ

片ヘ

器ギ

ニ
紙カ
ミ

	

　
　
　
　

を
敷シ
キ

、
左サ

右ユ
フ

ニ
相ア
イ

備ソ
ナ
ヘ

可
申
候
、

	

一
、
御
華ハ
ナ

ハ
真シ
ン

若ワ
カ

松マ
ツ

、
う
け
ひ
か
へ
梅
、

（5ウ）	

　
　

そ
へ
ハ
柳
ヤ
ナ
ギ

草ク
サ

、
留ト
メ
ニ
笹サ
ヽ

を
あ
し
ら
ふ
也
、

	

一
、
御
打ウ
チ

敷シ
キ

御
卓シ
ヨ
ク

上
下
共
か
け
候
事
、

	

　
　

尤
モ
ト
モ

赤ア
カ

地ヂ

よ
ろ
し
、

	

一
、
正
月
元
日
御
蝋ラ
ウ

燭ソ
ク

上
ヶ
焼
シ
ヤ
ウ

香カ
ウ

可
レ

仕
候
、

	

　
　

其ソ
ノ

身ミ

分フ
ン

に
応オ
ヽ

し
袴
ハ
カ
マ

肩カ
タ

衣キ
ヌ

、
或ア
ル
ヒハ

	

　
　

の
し
免（
め
）麻ア
サ

上カ
ミ

下シ
モ

着チ
ャ
ク

用ヨ
ウ

之
事
、

	

　
　
　

正
信
偈　

中
拍
子

	

　
　
　

念
仏
賛　

弥
陀
成
仏
ヨ
リ
次
第
三
首

	

　
　
　
　
　
　
　

回
向
共
ユ
リ
三
ツ

	

　
　
　

御
文　
　

或
人
イ
ハ
ク　

一
帖
目

	

一
、
同
日
夕
時　

同
上

	

　
　
　

念
仏
賛
御
文
共
次
第
廻
り
ニ
勤
レ

之
、

	

一
、
二
日
朝
夕　

右
ニ
准シ
ュ
ン

ジ
廻
り
口
勤
レ

之
、

（6オ）	

一
、
三
日
朝
夕　

右
同
断

	

　
　
　

但
四
日
朝
勤
行
済ス
ミ

之
上
御
鏡カ
ヽ
ミ

餅モ
チ

下サ
ゲ

、

	

　
　
　

御
打ウ
チ

敷シ
キ

等
も
取ト
リ

仕シ

廻マ
イ

平
日
ニ
す
べ
し
、

	

　
　
　

御
本
山
御
坊
所
ハ
七ナ
ヽ

艸ク
サ

迄
な
れ
共
、

	

　
　
　

在
家
ハ
四
日
朝
切
ニ
取
仕
廻
候
事
、

	

一
、
四
日
朝
ゟ
平
日

	

　
　
　

正
信
偈　

舌ゼ

々ヾ

	

　
　
　

念
仏
賛　

廻
り
口
回
向
共
ユ
リ
二
ツ

	

　
　
　

御
文　
　

廻
り
口

	

一
、
平
日
之
夕
時

	

　
　
　

正
信
偈　

舌
々 

短タ
ン

念
仏
回
向

	

　
　
　

御
文　
　
　
　

な
し
ニ
而
も
よ
ろ
し

（6ウ）	

一
、
正
月
十
五
日
朝

	

　
　
　

正
信
偈　

中
拍
子



「
お
内
仏
考
」

三
九

	
　
　
　

念
仏
賛　

廻
り
口
三
首
引

	

　
　
　
　
　
　
　

回
向
ト
モ
ユ
リ
三
ツ

	

　
　
　

御
文　
　

廻
り
口

	

一
、
同
夕ユ
フ

時ジ

	

　
　
　

正
信
偈　

舌
　々

短タ
ン

念
仏
回
向

	

　
　
　

御
文　
　

無
之

	

一
、
毎
月
廿
一
日
夕
時
月ツ
キ

次ナ
ミ

御
迨タ
イ

夜ヤ
	

　
　

御
華ハ
ナ

御
ら
う
そ
く
上
ヶ
御
焼
香
可
レ

仕
候
、

	

　
　
　

正
信
偈　

中
拍
子

	

　
　
　

念
仏
賛　

廻
り
口
三
首
引

	

　
　
　
　
　
　
　

回
向
共
ユ
リ
三
ツ

	

　
　
　

御
文　
　

末マ
チ

代タ
イ

无ム

智チ　

五
帖
目

（7オ）	

一
、
毎
月
廿
二
日
御
明メ
イ

日ニ
チ

	

　
　

御
仏フ

供ク

備ソ
ナ
ヘ

之
御
ら
う
そ
く
上
ル
、

	

　
　

御
焼シ
ヤ
ウ

香カ
ウ

可
仕
候
、

	

　
　
　

正
信
偈　

中チ
ウ

読ド
ク

	

　
　
　

念
仏
賛　

太
子
賛
ノ
内
三
首
引

	

　
　
　
　
　
　
　

回
向
ト
モ
ユ
リ
三
ツ

	

　
　
　

御
文　
　

毎マ
イ

月ク
ワ
チ

両リ
ヤ
ウ

度ド　

四
帖
目

	

一
、
同
日
夕
時
ハ
平
日
た
る
べ
し
、

	

一
、
毎
月
廿
四
日
夕
時
ゟ
廿
五
日
朝
迄
ハ

	

　
　

元
グ
ワ
ン

祖ソ

并
蓮レ
ン

師シ

の
御
忌キ

日ニ
チ

ニ
付
、
御
華ハ
ナ

	

　
　

御
ら
う
そ
く
上
ヶ
御
焼
香
可
仕
候
、

	

　
　
　

正
信
偈　

中
拍
子

	

　
　
　

念
仏
賛　

廻
り
口
三
首
引

	

　
　
　
　
　
　
　

回
向
ト
モ
ユ
リ
三
ツ

（7ウ）	

　
　
　

御　

文　

廻
り
口

	

　
　
　

但
廿
五
日
朝
ハ
聖
人
和
賛
之
内
引
べ
し
、

	

一
、
正
月　

廿
四
日
夕
時

	

　
　
　
　
　

廿
五
日　

朝　

迄
之
次
第

	

　
　

元
ク
ワ
ン

祖ソ

御キ
ヨ

忌キ

ニ
付
御
華ハ
ナ

ハ
勿モ
チ

論ロ
ン

上ウ
ハ

卓シ
ヨ
ク
ニ

	

　
　

御
打ウ
チ

敷シ
キ

か
け
軽カ
ロ

く
御
華ケ

束ソ
ク

備ソ
ナ
ヘ

之
、

	
　
　

御
仏フ

供ク

御
ら
う
そ
く
上
ヶ
御
焼シ
ヤ
ウ

香コ
ウ

	
　
　

可
レ

仕
候
、
尤
夕
時
ハ
平ヘ
イ

日ジ
ツ

之
通
、

	

　
　
　

正
信
偈　

中
拍
子

	

　
　
　

念
仏
賛　

聖
人
和
賛
ノ
三
首
引

	

　
　
　
　
　
　
　

回
向
ト
モ
ユ
リ
三
ツ

	

　
　
　

御
文　
　

廻
り
口
ニ
而
差シ
ヤ

別ベ
チ

ニ
不
レ

及

	

一
、
毎
月
廿
七
日　

夕ユ
フ

時ジ

月ツ
キ

次ナ
ミ

御
迨タ
イ

夜ヤ

	

　
　

御
華ハ
ナ

御
ら
う
そ
く
上
ル
、
御
焼
香
可
レ

仕
候
、

（8オ）	

　
　
　

正
信
偈　

中
拍
子

	

　
　
　

念
仏
賛　

弥
陀
成
仏
ヨ
リ
次
第
三
首

	

　
　
　
　
　
　
　

回
向
共
ユ
リ
三
ツ

	

　
　
　

御
文　
　

聖
人
一
流　

五
帖
目

	

一
、
毎
月
廿
八
日
朝
御
明メ
イ

日ニ
チ

右
同
様
、

	

　
　
　

正
信
偈　

同
上

	

　
　
　

念
仏
賛　

同
上

	

　
　
　

御
文　
　

鸞
聖
人　
　
（
三
帖
目
）

	

一
、
同
日
夕
時
ハ
平
日
た
る
べ
し
、

	

一
、
二
月
廿
一
日
夕
時

	

　
　
　

前ゼ
ン

住ヂ
ウ

様
御
正シ
ヤ
ウ

当タ
ウ

御
迨タ
イ

夜ヤ

ニ
付
、

	

　
　
　

御
華ハ
ナ

改
ア
ラ
タ
メ

上
ヶ
御
卓シ
ヨ
ク

上
下
共
御
打ウ
チ

	

　
　
　

鋪シ
キ

か
け
、
御
華ケ

束ソ
ク

御
ら
う
そ
く
上
ヶ
、

（8ウ）	

　
　
　

御
焼シ
ヤ
ウ

香カ
ウ

可
レ

仕
候
、

	

　
　
　

正
信
偈　

中
拍
子

	

　
　
　

念
仏
賛　

弥
陀
成
仏
次
第
三
首

	

　
　
　
　
　
　
　

回
向
ト
モ
ユ
リ
三
ツ

	

　
　
　

御
文　
　

末
代
无
智

	

一
、
同
廿
二
日
朝
当
日
ハ

	

　
　

聖
シ
ヤ
ウ

徳ト
ク

太タ
イ

子シ

も
御
正シ
ヤ
ウ

当タ
ウ

之
事
ニ
付
、

	

　
　

御
仏フ

供ク

御
ら
う
そ
く
上
ヶ
御
焼シ
ヤ
ウ

香カ
ウ

	

　
　

可
レ

仕
候
、
尤モ
ト
モ此
日
夕
時
ハ
平
日
た
る
べ
し
、

	

　
　
　

正
信
偈　

中
拍
子
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四
〇

	
　
　
　

念
仏
賛　

太
子
賛
ノ
内
三
首
引

	
　
　
　
　
　
　
　

回
向
共
ユ
リ
三
ツ

	

　
　
　

御
文　
　

毎
月
両
度

	

　
　
　
　

但
今
朝
御
華ハ
ナ

と
御
華ケ

束ソ
ク

ハ
上
ヶ

（9オ）	

　
　
　
　

替カ
ヱ

度
候
、
是
ハ
前
住
様
と
太
子
ト

	

　
　
　
　

差シ
ヤ

別ベ
チ

い
た
し
候
御
敬
ひ
な
り
、

	

一
、
三
月
三
日
朝
上シ
ヤ
ウ

已シ

節セ
チ

会エ

ニ
付
、
御
荘シ
ヤ
ウ

厳ゴ
ン

	

　
　

并
勤コ
ン

行ギ
ヤ
ウ

平
日
之
通
ニ
而
差シ
ヤ

別ヘ
チ

な
し
、

	

　
　

但
御
華ハ
ナ

に
は
桃モ
ヽ

の
花
さ
し
ま
ぜ

	

　
　

上
る
ば
か
り
也
、
乍シ
カ
シ

レ

然
ナ
カ
ラ

此
日
ハ

	

　
　

天
親
菩
薩
之
御
正シ
ヤ
ウ

当タ
ウ

御
忌キ

日ニ
チ
ニ

	

　
　

候
ら
へ
ハ
、
上ウ
ハ

卓シ
ヨ
ク

斗ハ
カ

り
ニ
御
打ウ
チ

敷シ
キ

か
け

	

　
　

軽カ
ロ

く
御
華ケ

束ソ
ク

御
仏フ

供ク

相
備ソ
ナ
ヘ

之
、

	

　
　

御
ら
う
そ
く
上
ヶ
御
焼シ
ヤ
ウ

香カ
ウ

も
可
レ

仕
候
、

	

　
　
　

正
信
偈　

中
読

	

　
　
　

念
仏
賛　

天
親
賛
ノ
内
三
首
引

	

　
　
　
　
　
　
　

回
向
ト
モ
ユ
リ
三
ツ

（9ウ）	

　
　
　

御
文　
　

廻
り
口
ニ
而
差シ
ヤ

別ベ
チ

不ヲ

レヨ

及ハ
ズ

	

　
　

右
以イ

下ケ

六ロ
ク

高カ
ウ

僧ソ
ウ　

龍
樹　

天
親　

曇
鸞

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
綽　

善
導　

源
信

	

　
　

御
祥シ
ヤ
ウ

忌キ

日ニ
チ

御
敬ウ
ヤ
マひ
之
儀
在サ
イ

家ケ

ハ
用ヨ
ウ

捨シ
ヤ

	

　
　

有
レ

之
候
而
も
宜
ヨ
ロ
シ
ク

候
、
併
シ
カ
シ

信シ
ン

後ゴ

相サ
ウ

続ソ
ク

之

	

　
　

た
め
ニ
ハ
事
ふ
れ
て
、

	

　
　

如
来
前ゼ
ン
江
之
御
敬
ウ
ヤ
マ
ヒ

相ア
ヒ

勤ツ
ト
メ

候
方カ
タ

可シ
カ
ルレ

然ヘ
キ

欤カ

、

	

一
、
同
日
夕
時
ハ
平
日
之
通
、
但
御
華ハ
ナ

之
内

	

　
　

桃モ
ヽ

之
花ハ
ナ

斗バ
カ

り
を
取ト
リ

外
之
華ハ
ナ

と

	

　
　

さ
し
替カ
ヱ

候
事
、

	

一
、
三
月
廿
四
日
夕
時　

迄
之
次
第

	

　
　
　
　

廿
五
日　

朝

	

　
　

蓮レ
ン

師シ

之
御
正シ
ヤ
ウ

当タ
ウ

ニ
付
、
上ウ
ヘ

下シ
タ

御
卓
シ
ヨ
ク

	

　
　

御
打ウ
チ
シ
キ
だ
し
き
敷
か
け
御
華ハ
ナ

改
ア
ラ
タ
メ

御
華ケ

束ソ
ク

（10オ）	

　
　

御
ら
う
そ
く
上
ヶ
、
御
焼
香
可
レ

仕
候
、

	

　
　
　

正
信
偈　

中
拍
子

	
　
　
　

念
仏
賛　

廻
り
口
三
首
引

	
　
　
　
　
　
　
　

回
向
共
ユ
リ
三
ツ

	

　
　
　

但
、
廿
五
日
朝
ハ
聖
人
和
賛
引
べ
し

	

　
　
　

御　

文　

廻
り
口
ニ
而
差
別
な
し

	

一
、
三
月
廿
六
日
夕
時
迄
之
次
第
、
此
日

	

　
　
　
　

廿
七
日
朝

	

　
　

善セ
ン

導タ
ウ

大
師
御
正シ
ヤ
ウ

当タ
ウ

ニ
付
、
御
迨タ
イ

夜ヤ

ゟ

	

　
　

御
当
日
ハ
上ウ
ハ

卓シ
ヨ
クば
か
り
ニ
御
打ウ
チ

敷シ
キ

か
け
、

	

　
　

御
華ハ
ナ

改
ア
ラ
タ
メ

上ア

ヶ
軽カ
ロ

く
御
華ケ

束ソ
ク

	

　
　

相ア
イ

備ソ
ナ
ヘ

之
、
御
ら
う
そ
く
上ア

ヶ
御
焼シ
ヤ
ウ

香カ
ウ

	

　
　

可
レ

仕
候
、

	

　
　
　

正
信
偈　

中
読

（10ウ）	

　
　
　

念
仏
賛　

善
導
賛
ノ
内
三
首
引

	

　
　
　
　
　
　
　

回
向
ト
モ
ユ
リ
三
ツ

	

　
　
　

御　

文　

廻
り
口
ニ
而
差
別
な
し

	

一
、
四
月
廿
六
日
夕
時
迄
之
次
第
、
此
日

	

　
　
　
　

廿
七
日
朝

	

　
　

導タ
ウ

綽シ
ヤ
ク

禅セ
ン

師シ

之
御
正シ
ヤ
ウ

当タ
ウ

御
忌キ

日ニ
チ
ニ
付
、

	

　
　

都ス
ベ
テ而
次ツ
ギ

上カ
ミ

之
通
、
但
御
和
賛
導タ
ウ

綽
シ
ヤ
ク

	

　
　

賛
之
内
相ア
イ

勤ツ
ト
メ

可
レ

申
事
、

	

一
、
五
月
五
日
端タ
ン
コ

午
之
節セ
チ

句ク

、
荘
シ
ヤ
ウ

厳ゴ
ン

并
ニ

	

　
　

勤コ
ン

行キ
ヤ
ウ

平
日
之
通
、
但
御
華ハ
ナ

ハ
四
日

	

　
　

夕
時
前
ゟ
菖
シ
ヤ
ウ

蒲ブ

ヨ
モ
ギ
を
上
る
、

	

　
　

五
日
夕
時
過ス
ギ

常
之
御
花
に
す
べ
し
、

	

一
、
六
月
九
日
夕ユ
フ

時シ

迄
之
次
第
、
此
日

	

　
　
　
　

十
日
朝

	

　
　

源
ク
ヱ
ン

信シ
ン

和ク
ワ

尚シ
ヤ
ウ

之
御
正
当
御
忌キ

日
ニ
付
、

（11オ）	

　
　

都ス
ヘ
テ而
前ゼ
ン

顕ケ
ン

善セ
ン

導タ
ウ

大
師
御
正
当
ニ

	

　
　

准ジ
ユ
ンし
勤コ
レ
ヲレ

之ツ
ト
ム、
但
御
和
賛
ハ
源
ク
ヱ
ン

信シ
ン

	

　
　

賛サ
ン

之
内
を
引
べ
し
、

	

一
、
七
月
七
日
朝
七
夕
之
節セ
チ

句ク

、
訳ワ
ケ

而テ

	

　
　

荘
シ
ヤ
ウ

厳ゴ
ン

ニ
不オ
ヨ

レ

及ハ
ズ

平
日
之
通
、
但
し



「
お
内
仏
考
」

四
一

	
　
　

御
華ハ
ナ

に
仙セ
ン

翁オ
ウ

花ケ

を
さ
し
そ
へ

	

　
　

べ
し
、
但
此
日
ハ
曇ド
ン

鸞ラ
ン

大タ
イ

師シ

	

　
　

御
正
当
忌キ

日
ニ
付
、
六
日
夕
時
ゟ

	

　
　

当
日
迄
都ス
ベ
テ而
善セ
ン

導タ
ウ

大
師
之

	

　
　

御
正
当
之
通
相ア
イ

心コ
ヽ
ロ

得エ

、
勤コ
ン

行キ
ヤ
ウに
ハ

	

　
　

曇ト
ン

鸞ラ
ン

賛サ
ン

を
可ア
イ

二

相ツ
ト
ム

勤ヘ
シ

一

候
、
勿モ
チ

論ロ
ン

	

　
　

夕ユ
ウ

時ジ

ハ
平
日
之
通
た
る
べ
し
、

（11ウ）	

一
、
七
月
十
三
日
夕
時
盆ホ
ン

会ヱ

初ハ
ジ
マり
、
上
下

	

　
　

御
卓シ
ヨ
ク

御
打ウ
チ

敷シ
キ

か
け
御
花ケ

束ソ
ク

上
ル
、

	

　
　

御
華ハ
ナ

ハ
盆ボ
ン

中チ
ウ

槙マ
キ

真シ
ン

ニ
改ア
ラ
タ
メ候
事
、

	

　
　

御
ら
う
そ
く
上
ケ
焼
香
可
レ

仕
候
、

	

　
　

但
勤コ
ン

行ギ
ヤ
ウ

之
儀
ハ
平
日
之
通
之
事
、

	

一
、
同
十
四
日
朝
ゟ
十
五
日
昏コ
ン

時ジ

迄
を

	

　
　

盆ボ
ン

会ヱ

と
す
、

	

　
　
　

正
信
偈　

中
拍
子

	

　
　
　

念
仏
賛　

廻
り
口
三
首
引

	

　
　
　
　
　
　
　

回
向
共
ユ
リ
三
ツ

	

　
　
　

御　

文　

廻
り
口

	

　
　

但
、
十
三
日
夕
時
ゟ
十
五
日
夜
迄
、

	

　
　

御
仏フ
チ

前ゼ
ン

ニ
燈ト
ウ

籠ロ
ウ

と
も
し
輪リ
ン

燈ト
ウ

（12オ）	

　
　

に
も
火
を
点
じ
置
候
事
、

	

一
、
同
十
六
日
朝
ゟ
平
日
之
通
た
る
べ
し
、

	

　
　

尤
モ
ト
モ

勤コ
ン

行キ
ヤ
ウ

過ス
ギ

盆ボ
ン

之
荘シ
ヤ
ウ

厳ゴ
ン

幷
に

	

　
　

燈ト
ウ

篭ロ
ウ

を
も
取ト
リ

仕シ

舞マ
イ

候
事
、

	

一
、
九
月
九
日
朝
重チ
ヤ
ウ

陽ヨ
ウ

之
節セ
チ

句ク

荘シ
ヤ
ウ

厳ゴ
ン

	

　
　

勤コ
ン

行キ
ヤ
ウ

平
日
之
通
、
但
し
御
華ハ
ナ

ハ

	

　
　

菊キ
ク

之
花
さ
し
交マ
ゼ

上
る
、
同
日
夕ユ
フ

時ジ

	

　
　

平
日
之
通
、
但
菊キ
ク

之
花
を
取ト
リ

外

	

　
　

之
花ハ
ナ

ニ
さ
し
替カ
ヱ

候
事
、

	

一
、
十
月
十
七
日
夕
時
ゟ
十
八
日
朝
迄

	

　
　

龍リ
ウ

樹ジ
ユ

菩
薩
御
正
当
御
忌キ

日
ニ
付
、

	

　
　

前セ
ン

顕ケ
ン

善セ
ン

導タ
ウ

大
師
御
正シ
ヤ
ウ

当タ
ウ

之
通

（12ウ）	
　
　

相
ア
イ
コ
ン

心コ
ヽ
ロ

得エ

、
勤コ
ン

行ギ
ヤ
ウに
ハ
龍リ
ウ

樹シ
ユ

賛サ
ン

之
内

	
　
　

可
二

相
勤
一

候
事
、

	

一
、
十
一
月
廿
七
日
夕
時

	

　
　

祖ソ

師シ

聖
人
御
正シ
ヤ
ウ

当タ
ウ

之
大
逮タ
イ

夜ヤ

、

	

　
　

御
華ハ
ナ
ア
ラ
タ
メ

改
上
ケ
上
下
御
卓シ
ヨ
ク

御
打ウ
チ

敷シ
キ

	

　
　

輪リ
ン

燈ト
ウ

釣ツ
リ

や
う
ら
く
朱
ら
う
そ
く

	

　
　

上
ル
、
御
焼
香
可
レ

仕
候
、

	

　
　
　

正
信
偈　

中
拍
子

	

　
　
　

念
仏
賛　

五
十
六
億
次
第
三
首

	

　
　
　
　
　
　
　

回
向
ト
モ
ユ
リ
三
ツ

	

　
　
　

御　

文　

御
正
忌　

五
帖
目

	

一
、
同
廿
八
日
朝
御
仏フ

供ク

朱シ
ユ

ら
う
そ
く

	

　
　

上
ル
、
御
焼シ
ヤ
ウ

香カ
ウ

可
レ

仕
候
、

（13オ）	

　
　
　

正
信
偈　

中
拍
子

	

　
　
　

念
仏
賛　

三
朝
浄
土
次
第
三
首

	

　
　
　
　
　
　
　

回
向
ト
モ
ユ
リ
三
ツ

	

　
　
　

御　

文　

鸞ラ
ン

聖
人
（
三
帖
目
）
追
記

	

　
　

右
之
通
兼ケ
ン

日ニ
チ

中チ
ウ

ニ
相
勤ツ
ト
メ、
其
う
へ

	

　
　

家カ

内ナ
イ

末ス
ヘ

々〳
〵

迄
御
礼
申
上
候
事
、

	

　
　
　

但
、
右
之
次
第
ニ
付
御
ら
う
そ
く
ハ

	

　
　
　

と
も
し
捨ス
テ
ニ
差サ
ソ

置ヲ
キ

之
候
事
、

	

一
、
同
夕
時
御
荘
厳
取
仕
廻
御
華

	

　
　

上
ケ
替
、
都ス
ベ
テ而
平
日
ニ
す
べ
し
、

	

一
、
同
廿
九
日
朝
平
日
ニ
而
勤
行
ハ

	

　
　
　

正
信
偈　

中チ
ウ

読ト
ク

	

　
　
　

念
仏
賛　

不
了
仏
智
次
第
三
首

	

　
　
　
　
　
　
　

回
向
共
ユ
リ
三
ツ

（13ウ）	

　
　
　

御　

文　

多
屋
内
方　

ニ
帖
目

	

　
　
　
　

以
上
、

		

　
　
　

例レ
イ

年子
ン

報ホ
ウ

恩オ
ン

講カ
ウ

御
取ト
リ

越コ
シ

之
次
第



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
三
十
九
号

四
二

	
一
、
御
仏
前
荘シ
ヤ
ウ

厳ゴ
ン

格カ
ク

別ベ
チ

念子
ン

入イ
レ

候
事
、

	
　
　

御
卓シ
ヨ
ク

上
下
共
御
打ウ
チ

敷シ
キ

下シ
タ

が
け
も

	

　
　

有
た
し
、
御
華ハ
ナ

も
念
入
べ
し
、

	

　
　

御
華ケ

束ソ
ク

ハ
高タ
カ

盛モ
リ

或ア
ル
イは
須シ
ユ

弥ミ

盛モ
リ

、

	

　
　

但
、
白シ
ラ

供ク

器ゲ

方ハ
ウ

立ダ
テ

ハ
赤ア
カ

に
白シ
ロ

覆フ
ク

輪リ
ン

、

	

　
　

朱シ
ユ

の
花
ら
う
そ
く
、
上
之
香
炉
ニ
ハ

	

　
　

沈シ
ン

香カ
ウ

念
の
入
た
る
を
焚タ
ク

べ
し
、

	

　
　

輪リ
ン

燈ト
ウ

釣ツ
リ

や
う
ら
く
有
た
し
、
且

	

　
　

御
仏フ

餉ク

ハ
朝
上
ヶ
置オ
キ

候
分
、
御
迨タ
イ

夜ヤ

（14オ）	

　
　

勤
行
過ス
キ

迄
差サ
シ

置ヲ
キ

候
而
も
荘
シ
ヤ
ウ

厳ゴ
ン

	

　
　

に
も
な
り
て
よ
し
、
又
例レ
イ

之
通
り

	

　
　

四
ツ
八
分
ニ
下サ

ケ
て
御
迨タ
イ

夜ヤ

相
勤ツ
ト
メ

候
ニ

	

　
　

無ナ
シ

之
候
而
も
宜
ヨ
ロ
シ
ク

候
、
報ホ
ウ

恩オ
ン

講カ
ウ

之
儀

	

　
　

在ザ
イ

家ケ

ハ
一
日
一
夜ヤ

と
相ア
イ

心コ
ヽ
ロ

得ヱ

、
左
之
通

	

　
　

相ア
イ

勤ツ
ト
メ

候
を
最サ
イ

上シ
ヤ
ウ

之
御
敬ウ
ヤ
マ
ヒと
す
べ
し
、

	

一
、
初シ
ヨ

迨タ
イ

夜ヤ

ゟ
勤コ
ン

行ギ
ヤ
ウ

之
次
第

	

　
　

御
ら
う
そ
く
上
ヶ
御
焼
香
可
レ

仕
候
、

	

　
　
　

正
信
偈　

舌
々

	

　
　
　

念
仏
賛　

弥
陀
成
仏
次
第
三
首

	

　
　
　
　
　
　
　

回
向
ト
モ
ユ
リ
二
ツ

	

　
　
　

御　

文　

大
坂
建
立　

四
帖
目

	

一
、
御
迨タ
イ

夜ヤ

之
次
第

（14ウ）	

　
　

朱シ
ユ

之
花
ら
う
そ
く
上
ル
、
三
重ヂ
ウ

念
仏

	

　
　

の
上
ヶ
之
處ト
コ
ロニ
而
立タ
テ

替カ
ヱ

可
レ

申
事
、

	

　
　

御
焼
香
も
可
レ

仕
候
、

	

　
　
　

正
信
偈　

中
拍
子　

又
ハ
四
句
目
下
リ

	

　
　
　

念
仏
賛　

五
十
六
億
次
第
六
首

	

　
　
　
　
　
　
　

回
向
共
ユ
リ
真
三
ツ

	

　
　
　

御　

文　

御
講
御
文
之
内

	

一
、
晨ジ
ン

朝テ
ウ

之
次
第

	

　
　

御
ら
う
そ
く
不ア
ゲ

レ

上ズ

御
焼
香
も
な
し
、

	

　
　
　

正
信
偈　

中
読

	

　
　
　

念
仏
賛　

无
㝵
光
仏
ノ
ミ
コ
ト
ニ
ハ

	
　
　
　
　
　
　
　

次
第
六
首
回
向
共
ユ
リ
三
ツ

	

　
　
　

御　

文　

鸞
聖
人　

三
帖
目

	

一
、
御
日ニ
チ

中チ
ウ

之
次
第

（15オ）	

　
　

朱シ
ユ

花
ら
う
そ
く
上
ル
、
三
重
念
仏

	

　
　

上
ケ
之
処
ニ
而
御
ら
う
そ
く
可
立タ
テ

替カ
ヘ

候
、

	

　
　

尤
モ
ト
モ

御
焼
香
可
レ

仕
候
、

	

　
　
　

正
信
偈　

中
拍
子
或
ハ
四
句
目
下
り

	

　
　
　

念
仏
賛　

弥
陀
大
悲
ヨ
リ　

次
第
六
首

	

　
　
　
　
　
　
　

回
向
ト
モ
ユ
リ
真
三
ツ

	

　
　
　

御　

文　

無
之

	

　
　

右
勤
行
済ス
ミ

之
上
、
御
ら
う
そ
く
燈ト
モ

し

	

　
　

捨ス
テ

に
て
可サ
シ

二

差オ
ク

置ヘ
シ

候
一

、
家カ

内ナ
イ

従ジ
ュ
ウ

者シ
ャ

末ス
エ

々〳
〵

ニ

	

　
　

至イ
タ

る
ま
て
ミ
な
〳
〵

	

　
　

御
仏ブ
チ

前ゼ
ン

江
罷マ
カ
リ

出イ
デ

、
惣
御
礼
申
上
候
事
、

	

　
　

其ソ
ノ

後ノ
チ

御
荘シ
ヤ
ウ

厳ゴ
ン

御
花ハ
ナ

等
取ト
リ

仕シ

廻マ
イ

、
惣
而

	

　
　

平
日
ニ
仕
、
夕ユ
ウ

時ジ

勤ゴ
ン

行キ
ヤ
ウ

可ア
ヒ

二

相ツ
ト
ム

勤ヘ
ク

一

候
事
、

（15ウ）	

一
、
右
報
恩
講
相ア
イ

済ス
ミ

候
翌ヨ
ク

朝テ
ウ

御
荘シ
ヤ
ウ

厳ゴ
ン

	

　
　

向ム
キ

平
日
之
通
ニ
而
、
御
ら
う
そ
く
御
焼
香

	

　
　

も
な
し
、

	

　
　
　

正
信
偈　

中チ
ウ

読ド
ク

	

　
　
　

念
仏
賛　

不
了
仏
智
ヨ
リ
次
第
三
首

	

　
　
　
　
　
　
　

回
向
ト
モ
ユ
リ
三
ツ

	

　
　
　

御　

文　

多
屋
内
方

	

　
　
　
　
　

以
上

		

　
　

御
移ワ
タ

徙マ
シ

之
次
第

	

　
　
　

是
ハ
新
仏
様
申
候
歟
、
仏フ
チ

檀ダ
ン

	

　
　
　

仕
替
々
節
之
事
な
り
、

	

一
、
御
卓シ
ョ
ク

上
下
共
御
打ウ
チ

敷シ
キ

	

　
　
　

但
赤ア
カ

地チ

之
品
不ヨ
ロ
シレ

宜
カ
ラ
ズ

候
、
無ム

地ヂ

白シ
ロ

之
打ウ
チ

敷シ
キ



「
お
内
仏
考
」

四
三

	
　
　
　

か
け
可
申
事
、

	
一
、
御
華ケ

束ソ
ク

高タ
カ

盛モ
リ

（16オ）	

　
　
　

但
白シ
ロ

供ク

器ゲ

方ホ
ウ

立タ
テ

ハ
銀ギ
ン

か
又
白シ
ロ

之
事
、

	

一
、
御
蠟ラ
ウ

燭ソ
ク

	

　
　
　

但
銀
ら
う
又
白
ろ
う
之
事
、

	

一
、
御
華ハ
ナ

	

　
　
　

但
松
竹
梅
又
ハ
松
一井
チ

色シ
キ
、赤ア
カ

松
ハ
無
用
之
事
、

	

一
、
上ウ
ハ

香カ
ウ

炉ロ

	

　
　
　

但
沈シ
ン

香カ
ウ

念
の
入
た
る
を
焚タ
ク

べ
し
、

	

　
　

右
勤コ
ン

行ギ
ヤ
ウ

之
儀
は
手テ

次ツ
ギ

寺テ
ラ

請シ
ヤ
ウ

待タ
イ

	

　
　

読ド
ク

経キ
ヤ
ウ

可
有
之
、
経
キ
ヤ
ウ

後ゴ

同ド
ウ

行ギ
ヤ
ウ

助シ
ヨ

音イ
ン

、

	

　
　
　

正
信
偈　

中
読

	

　
　
　

念
仏
賛　

七
宝
講
堂
道
場
樹
ヨ
リ

	

　
　
　
　
　
　
　

次
第
三
首
回
向
ト
モ
ユ
リ
三
ツ

	

　
　
　

御　

文　

掟ヲ
キ
テ　
　
　
　

二
帖
目

（16ウ）	

　
　

但
手テ

次ツ
キ

寺テ
ラ

導ダ
ウ

師シ

の
意イ

に
任マ
カ

す
べ
し
、

	

　
　

主シ
ュ

人ジ
ン

之
心
得
迄
ニ
如
カ
ク
ノ

斯コ
ト
ク

記シ
ル

す
、

	

　
　

御
遠ヱ
ン

忌キ

御
大タ
イ

会ヱ

相
勤
候
次
第

	

一
、
手
次
寺
請シ
ヤ
ウ

待タ
イ

伽カ

陀タ

経キ
ヤ
ウ

読ド
ク

引ヒ
キ

続ツ
ヽ
キ、

	

　
　

同ト
ウ

行キ
ヤ
ウ

助シ
ヨ

音イ
ン

正
信
偈ケ

念
仏
賛サ
ン

回
向
、

	

　
　

都ス
ヘ
テ而
報
恩
講
之
通
た
る
べ
し
、

	

　
　

荘
シ
ヤ
ウ

厳コ
ム

之
儀
は
例レ
イ

年子
ン

報
恩
講
之

	

　
　

振フ
リ

合ア
ヒ
ニ
候
得
共
、
御
大タ
イ

会ヱ

之
儀
ニ
候
へ
ハ
、

	

　
　

諸シ
ヨ

事シ

ニ
付
、
別ヘ
チ

而シ
テ

念
入
候
迄
之
事
也
、

	

一
、
前セ
ン

任ヂ
ユ

上
人
様
御
年子
ン

回ク
ワ
イ

之
儀
、
信シ
ン

之

	

　
　

上
よ
り
ハ
可
二

相
勤
一

候
、
荘
シ
ヤ
ウ

厳コ
ム

勤コ
ン

行
ギ
ヤ
ウ

	

　
　

等
之
儀
、
毎
年
報
恩
講
位ク
ラ
井

之

（17オ）	

　
　

事
た
る
べ
し
、
但
御
和
讃
は
浄
土
讃

	

　
　

十
二
座
目
を
引
べ
し
、
御
大タ
イ

会ヱ

	

　
　

同ト
ウ

様ヤ
ウ
ニ
相ア
ヒ

心コ
ヽ
ロ

得エ

候
儀
ハ
不シ
カ
ル

レ

可ヘ
カ
ラ
ス

レ

然
候
、

		
　
　

在サ
イ

家ケ

其ソ
ノ

家イ
ヘ

々〳
〵

先セ
ン

祖ソ

両リ
ヤ
ウ

親シ
ン

等

	
　
　

祥
シ
ヤ
ウ

忌キ

日ニ
チ

幷
年子
ン

忌キ

法
事
之
次
第

	

一
、
上ウ
ハ

卓シ
ヨ
ク

有ア
ル

レ

之
候
向ム
キ

は
、
上
卓
斗ハ
カ
リに

	

　
　

打ウ
チ

敷シ
キ

か
け
供ク

物モ
ツ

も
軽カ
ロ

く
備ソ
ナ
ヘえ
、

	

　
　

御
華ハ
ナ

改
ア
ラ
タ
メ

候
事
、
迨タ
イ

夜ヤ

当
日
共

	

　
　

御
ら
う
そ
く
上
ヶ
御
焼シ
ヤ
ウ

香カ
ウ

可
レ

仕
候
、

	

　
　

勤コ
ン

行ギ
ヤ
ウハ
三
首
引
ニ
而
御
文フ
ミ

共
廻
り
口

	

　
　

に
て
差シ
ヤ

別ヘ
チ

な
し
、

	

　
　

但
月ツ
キ

次ナ
ミ

之
忌キ

日ニ
チ

ニ
ハ
御
花ハ
ナ

改
ア
ラ
タ
メ

上ア

ヶ
、

（17ウ）	

　
　

御
ら
う
そ
く
上ア

ヶ
御
焼シ
ヤ
ウ

香カ
ウ

仕
候

	

　
　

ま
で
ニ
而
、
上ウ
ハ

卓シ
ヨ
ク

御
打ウ
チ

敷シ
キ

御
花ケ

束ソ
ク

	

　
　

上
ヶ
候
ニ
お
よ
ば
す
、

	

一
、
右
同
断
年子
ン

忌キ

法
事
相ア
イ

勤ツ
ト
メ

候
事

	

　
　

御
華ハ
ナ

ハ
勿モ
チ

論ロ
ン

、
上
下
御
卓シ
ヨ
ク

御
打ウ
チ

敷シ
キ

	

　
　

か
け
、
御
花ケ

束ソ
ク

御
ら
う
そ
く
上
ヶ
、

	

　
　

御
焼
香
可
仕
候
、
手テ

次ツ
キ

寺
請シ
ヤ
ウ

待ダ
イ

仕
、

	

　
　

経
キ
ヤ
ウ

読ト
ク

之
上
、
同
行
助シ
ヨ

音イ
ン

勤コ
ン

行キ
ヤ
ウ

之

	

　
　

次シ

第タ
イ

ハ
、
導タ
ウ

師シ

手テ

次ツ
キ

寺
之
意イ

ニ

	

　
　

従シ
タ
ガふ
べ
し
、

	

　
　
　

但
寺
請シ
ヤ
ウ

待ダ
イ

無ナ
ク

之
、
同
行
中
斗ハ
カ
リニ
而

	

　
　
　

法ハ
フ

事ジ

相
勤ツ
ト
マり
候
ハ
ヽ
、
左
之
通

（18オ）	

　
　
　

正
信
偈　

中
拍
子

	

　
　
　

念
仏
賛　

弥
陀
成
仏　

次
第
三
首

	

　
　
　
　
　
　
　

回
向
共
ユ
リ
三
ツ

	

　
　
　

御　

文　

拝ハ
イ

読ト
ク

ス
ベ
シ

	

　
　

但
又
ハ
、
男
オ
ト
コ

之
法ホ
ウ

事ジ

な
ら
バ
浄
土
賛サ
ン

	

　
　

十
四
座
目
、
女
之
法
事
な
ら
ハ
同

	

　
　

十
坐
サ（
マ
マ
）目
御
和ワ

賛サ
ン

、
い
づ
れ
も
三
首

	

　
　

引
ニ
相
勤
可
レ

申
事
、

	

　
　

不フ
カ
ウ
コ
レ

幸
有
レ

之ア
リ

候
節
之
次
第



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
三
十
九
号

四
四

	
一
、
未
イ
マ
タ

葬サ
ウ

式シ
キ

出シ
ユ
チ

棺ク
ワ
ン

無ナ
キ

之
已イ

前ゼ
ン

は
、

	
　
　

御
仏フ
チ

前ゼ
ン

荘シ
ヤ
ウ

厳ゴ
ン

平
日
之
通
ニ
而
可シ
カ
ルレ

然ヘ
シ

候
、

	

　
　

し
か
し
、
御
華ハ
ナ

ハ
草ク
サ

木キ

共
色イ
ロ

花ハ
ナ

類ル
イ

	

　
　

除ノ
ゾ
キき
、
さ
し
替カ
ヘ

可
レ

申
候
、
一
本
花
と
て

（18ウ）	

　
　

真シ
ン

松マ
ツ

壱
本
さ
す
事
有
、
不ヨ
ロ
シ

レ

宜
カ
ラ
ズ

候
、

	

　
　

松
に
し
ら
さ
き
樒シ
キ
ミの
類ル
イ

取ド
リ

ま
ぜ

	

　
　

さ
し
置
べ
し
、

	

一
、
沐モ
ク

浴ヨ
ク

済ス
ミ

同
行
勤コ
ン

行ギ
ヤ
ウ

之
節
、
御
ら
う

	

　
　

そ
く
上
ヶ
御
焼
香
も
可
レ

仕
候
、

	

　
　
　

正
信
偈　

舌
々

	

　
　
　

念
仏
賛　

弥
陀
成
佛
三
首
引

	

　
　
　
　
　
　
　

回
向
ト
モ
ユ
リ
二
ツ

	

　
　
　

御　

文　

な
し

	

一
、
棺
ク
ワ
ン

置ヲ
キ

處ト
コ
ロ

之
事
穢ヱ

躰タ
イ

之
儀
な
れ
バ
、

	

　
　

御
仏
前
之
脇ワ
キ

之
方ハ
ウ

ニ
小コ

屛ベ
ウ

風フ

等
ニ
而

	

　
　

隔ヘ
ダ
テて
置
べ
し
、
御
仏
前
近チ
カ

く

	

　
　

差サ
シ

置ヲ
キ

候
事
、
不フ

敬ケ
イ

之
至イ
タ
リ
と
心
コ
ヽ
ロ

得ウ

べ
し
、

（19オ）	

一
、
手テ

次ツ
キ

寺
入ジ
ユ

来ラ
イ

、
か
ミ
そ
り
相ア
イ

済ス
ミ

候
上ウ
ヘ

	

　
　

勤コ
ン

行ギ
ヤ
ウ

之
時
、
御
ら
う
そ
く
上
ヶ
御
焼

	

　
　

香
可
レ

仕
候
、
右
勤コ
ン

行キ
ヤ
ウ

済ス
ミ

之
上
出シ
ユ
チ

棺
ク
ワ
ン

	

　
　

い
た
し
候
事
、

	

一
、
右
は
出
シ
ユ
チ

棺ク
ワ
ン

之
跡ア
ト
ニ
而
、

	

　
　

御
仏
前
中チ
ウ

陰イ
ン

之
御
荘シ
ヤ
ウ

厳ゴ
ン
ニ
す
べ
し
、

	

　
　

上
下
御
卓シ
ヨ
ク、
白シ
ロ

無ム

地チ

之
御
打ウ
チ

敷シ
キ

	

　
　

白シ
ロ

供ク

器ゲ

方ハ
ウ

立タ
テ

も
白シ
ロ

欤
銀ギ
ン

に
て
、

	

　
　

御
花ケ

束ソ
ク

軽カ
ロ

く
備ソ
ナ

へ
、
御
華ハ
ナ

ハ
色イ
ロ

花ハ
ナ

を

	

　
　

不モ
チ

用井
ズ

さ
し
替カ
ヱ

候
事
、

	

　
　
　

但
、
白シ
ロ

御
打ウ
チ

敷シ
キ

ハ
其ソ
ノ

家イ
ヘ

之
分フ
ン

限ゲ
ン

ニ

	

　
　
　

応オ
ヽ

じ
、
白シ
ロ

綾ア
ヤ

・
白シ
ロ

輪シ
ン

子ズ

・
白シ
ロ

羽ハ

二フ
タ

重ヘ

（19ウ）	

　
　
　

等
ニ
而
拵コ
シ
ラ
ヘ置
べ
し
、

	

一
、
葬サ
ウ

式シ
キ

済ス
ミ

之
上
、
三
日
迨タ
イ

夜ヤ

同ト
ウ

行キ
ヤ
ウ

中ヂ
ウ

	

　
　

相
勤ツ
ト
メ

候
時
、
御
ら
う
そ
く
上
ケ
御
焼
香

	

　
　

可
レ

仕
候
、

	
　
　
　

正
信
偈　

舌
々

	

　
　
　

念
仏
賛　

弥
陀
成
仏　

三
首
引

	

　
　
　
　
　
　
　

回
向
共
ユ
リ
カ
イ
ト
リ
三
ツ

	

　
　
　

御　

文　

白
骨　

五
帖
目

	

　
　

但
高カ
ウ

僧ソ
ウ

和ワ

賛サ
ン

ノ
中ウ
チ

、
仏フ
チ

法ホ
ウ

力リ
キ

ノ
不フ

思シ

議キ

ニ
ハ

	

　
　

よ
り
次シ

第タ
イ

三
首シ
ユ

に
引ヒ
ク

も
よ
ろ
し
、

	

一
、
骨コ
チ

揚ア
ゲ

之
事
、
先
ツ
骨コ
ツ

を
拾ヒ
ロ

ひ
て

	

　
　

骨コ
チ

桶ヲ
ケ
江
納ヲ
サ

め
持モ
チ

帰カ
ヱ

り
仏フ
チ

檀ダ
ン

之
内
、

	

　
　

中チ
ウ

檀ダ
ン

之
所ト
コ
ロニ
差サ
シ

置ヲ
ク

べ
し
、
御
卓シ
ヨ
ク

之
上

（20オ）	

　
　

香カ
ウ

炉ロ

と
一井
チ

所シ
ヨ

に
置
候
事
、
甚タ
ナ

以ハ
ダ

て

（
マ
マ
）

	

　
　

宜シ
ロ
シか

（
マ
マ
）

ら
ず
、
其ソ
ノ

心コ
ヽ

得ヱ

有ア
ル

べ
し
、

	

一
、
中チ
ウ

陰イ
ン

之
内
七
日
々
々
之
儀
、
其ソ
ノ

分フ
ン

限ゲ
ン

	

　
　

相サ
ウ

応オ
ウ

に
相ア
イ

勤ツ
ト
ムべ
し
、
中チ
ウ

陰イ
ン

之
内
ハ

	

　
　

御
仏
前
ニ
一
燈ト
ウ

ツ
ヽ
上ア

ケ
置オ
キ

度
者
也
、

	

　
　

略リ
ヤ
クし
て
も
朝テ
ウ

夕セ
キ

暫ザ
ン

時ジ

之
間マ

ツ
ヽ
ハ

	

　
　

御
燈ト
ウ

明ミ
ヤ

上ウ
ア

ゲ
置オ
キ

た
し
、
当タ
ウ

流リ
ウ

に
ハ

	

　
　

五
七
日
を
弔ト
イ

上ア

ケ
と
す
、
猶ナ
オ

更サ
ラ

日ニ
チ

数ス
ウ

	

　
　

短ミ
ジ
カく
候
へ
ハ
一
燈ト
ウ

ツ
ヽ
上
ケ
置オ
ク

べ
し
、

	

　
　

尤
モ
ト
モ

中チ
ウ

陰イ
ン

之
内
ハ
御
花ハ
ナ

色イ
ロ

物モ
ノ

宜ヨ
ロ

し

	

　
　

か
ら
ず
、
七
日
〳
〵
の
迨タ
イ

夜ヤ

ニ
ハ
上ウ
ハ

卓
シ
ヨ
ク

	

　
　

ば
か
り
ニ
御
打ウ
チ

敷シ
キ

か
け
、
御
花ケ

束ソ
ク

備ソ
ナ
ヘ

之

（20ウ）	

　
　

御
ら
う
そ
く
上
ヶ
、
御
焼シ
ヤ
ウ

香カ
ウ

可
レ

仕
候
、

	

　
　

勤コ
ン

行ギ
ヤ
ウも
其ソ
ノ

心コ
ヽ
ロ

得エ

有
る
べ
し

	

一
、
満マ
ン

中チ
ウ

陰イ
ン

弔ト
イ

上ア

ヶ
法ホ
ウ

事ジ

之
節
、
御
打ウ
チ

敷シ
キ

	

　
　

赤ア
カ

色イ
ロ

に
直
し
て
よ
く
、
御
華ハ
ナ

も

	

　
　

色イ
ロ

花ハ
ナ

を
さ
し
交マ
ゼ

て
可シ
カ
ルレ

然ヘ
シ

候
、
御
ら
う

	

　
　

そ
く
御
華ケ

束ソ
ク

焼シ
ヤ
ウ

香カ
ウ

等
ハ
勿モ
チ

論ロ
ン

也
、

	

　
　

旦
那
寺
請シ
ヤ
ウ

待ダ
イ

あ
ら
ハ
、
勤
行
之
儀
ハ

	

　
　

住ヂ
ウ

持ヂ

之
意イ

ニ
従シ
タ
ガふ
べ
し
、

	

　



「
お
内
仏
考
」

四
五

	
　
　

二ニ

季キ

彼ヒ

岸ガ
ン

之
事

	
一
、
上
下
御
卓シ
ヨ
ク

御
打ウ
チ

敷シ
キ

か
け
御
華ハ
ナ

改ア
ラ

上タ
メ

	

　
　

御
花ケ

束ソ
ク

相ア
イ

備ソ
ナ
ヘ

候
事
、
朝テ
ウ

夕セ
キ

勤コ
ン

行ギ
ヤ
ウ

之

	

　
　

節セ
ツ

々〳
〵

御
ら
う
そ
く
上
ル
、
但
御
焼シ
ヤ
ウ

香カ
ウ

（21オ）	

　
　

ハ
な
し
、
併
シ
カ
シ

初シ
ヨ

中チ
ウ

后ゴ

之
朝ア
サ

ハ
焼
シ
ヤ
ウ

香カ
ウ

	

　
　

も
す
べ
し
、
勤コ
ン

行ギ
ヤ
ウハ
平
日
之
通
ニ
而

	

　
　

夕ユ
ウ

時ジ

ニ
も
御
文
拝ハ
イ

読ド
ク

す
べ
し
、
但

	

　
　

此
彼ヒ

岸カ
ン

中
其ソ
ノ

家イ
ヘ

々〳
〵

の
命メ
イ

日ニ
チ

等

	

　
　

当ア
タ

り
候
時
ハ
、
迨タ
イ

夜ヤ

当ト
ウ

朝テ
ウ

共
焼
香

	

　
　

可
仕
候
、
御
花ケ

束ソ
ク

ハ
初シ
ヨ

中チ
ウ

后コ

之
迨タ
イ

夜ヤ

	

　
　

〳
〵
に
盛モ
リ

替カ
ヘ

可
レ

申
候
、
彼ヒ

岸ガ
ン

と
云
ハ

	

　
　

入イ
ル

日ヒ

之
朝ア
サ

ゟ
初ハ
ジ
マり
、
七
日
め
の
昼ヒ
ル

後ゴ

ニ

	

　
　

荘
シ
ヤ
ウ

厳ゴ
ン

等
取ト
リ

仕シ

廻マ
フ

べ
し
、

		

　
　

精
シ
ヤ
ウ

進ジ
ン

之
次
第

	

一
、
月ツ
キ

次ナ
ミ

両リ
ヤ
ウ

御コ

明メ
イ

日ニ
チ

始ハ
シ
メ、
家イ
ヘ

々〳
〵

先セ
ン

祖ソ

等

	

　
　

之
忌キ

日ニ
チ

ハ
、
朝ア
サ

ゟ
七
ツ
時
迄
相ア
イ

慎
ツ
ヽ
シ
ミ

候
事
、

（21ウ）	

一
、
右
同
断
、
都ス
ベ
テ而
正シ
ヤ
ウ

忌キ

日ニ
チ

は
前セ
ン

日ジ
ツ

之

	

　
　

夜ヤ

食シ
ヨ
クゟ
当
日
七
ツ
時
迄
之
事
、

	

一
、
盆ホ
ン

中チ
ウ

精シ
ヤ
ウ

進ジ
ン

な
し
、

	

一
、
二ニ

季キ

彼ヒ

岸ガ
ン

初シ
ヨ

中チ
ウ

后ゴ

之
三
日
は

	

　
　

精
シ
ヤ
ウ

進ジ
ン

す
べ
し
、

	

一
、
霜シ
モ

月
七シ
チ

昼チ
ウ

夜ヤ

精シ
ヤ
ウ

進ジ
ン

す
べ
し
、

	

　
　

但
在サ
イ

家ケ

ハ
其ソ
ノ

身ミ

分フ
ン

に
応ヲ
ヽ

し
、

	

　
　

今
一
段
軽カ
ロ

く
三
日
三
夜
位ク
ラ
井ニ
而

	

　
　

可シ
カ
ルレ
然ヘ
キ

欤カ

、
其
人
々
々
の
心
コ
ヽ
ロ

得エ

ニ
可ア
ル

有ベ
キ

	

　
　

事
也
、

（22オ）	

　

附
録

	

一
、
御
仏フ

供ク

之
事
、
当
流
ニ
ハ
白ハ
ク

飯ハ
ン

	

　
　

高タ
カ

盛モ
リ

に
し
て
備ソ
ナ
ヘる
也
、
右
之
外

	

　
　

小ア

豆ツ
キ

飯メ
シ

・
茶チ
ヤ

飯メ
シ

・
菜ナ

飯メ
シ

等
之
類ル
イ

、

	
　
　

一
切
上ア
ケ

る
事
無ム

用ヨ
ウ

た
る
べ
し
、

	
　
　

又
御
花ケ

束ソ
ク

の
か
わ
り
ニ
菓ク
ワ

子シ

之

	

　
　

類ル
イ

備ソ
ナ
ヘる
事
、
無ム

用ヨ
ウ

と
可コ
ヽ
ロ
ヱ
ヲ
ク
ヘ
キ

心
得
置
事
、

	

一
、
御
本
山
ゟ
頂テ
ウ

戴タ
イ

之
三
帖テ
ウ

御
和ワ

賛サ
ン

に

	

　
　

曲ク
セ

附ツ
ケ

す
る
事
恐オ
ソ
レあ
り
と
、
懐
ク
ワ
イ

中チ
ウ

	

　
　

本
を
用モ
チ
ユる
事
、
尤
モ
ト
モ

之
事
也
、

	

　
　

曲
キ
ヨ
ウ

節セ
ツ

ハ
習ナ
ラ

ひ
得エ

た
り
共
、
他タ

に
	

　
　

ほ
こ
る
心
あ
ら
ハ
不フ

冥ミ
ヤ
ウ

加ガ

之
至イ
タ
リ

也
、

（22ウ）	

　
　

節フ
シ

轉ハ
カ

士セ

に
ハ
よ
る
べ
か
ら
ず
、
人
々

	

　
　

の
分ブ
ン

限ゲ
ン

な
り
と
云
て
中
〳
〵

	

　
　

容ヨ
ウ

易井

な
ら
ざ
る
事
也
、
必
カ
ナ
ラ
ズ

〳
〵

	

　
　

心
コ
ヽ
ロ

得エ

違タ
ガ

ふ
べ
か
ら
ず
、

	

一
、
勤
行
中
ら
う
そ
く
立タ
テ

替カ
ヱ

候
事
、

	

　
　

先
ツ
ハ
立タ
テ

替カ
エ

な
し
に
勤
行
相

	

　
　

済ス
ミ

候
而
も
、
餘ヨ

程ホ
ド

残ノ
コ

り
候
位ク
ラ
井

之

	

　
　

ら
う
そ
く
を
上ア
ゲ

る
べ
し
、
も
し

	

　
　

小
ろ
う
そ
く
ニ
而
勤
行
中
に

	

　
　

も
へ
じ
り
ニ
相
成
候
ハ
ヽ
、
可
二

立タ
テ

替カ
エ

一

候
、

	

　
　

左サ

様ヤ
ウ

之
時ト
キ

ハ
、
三
重ヂ
ウ

念
仏
之
上
ケ

	

　
　

之
處ト
コ
ロニ
而
立タ
テ

替カ
エ

候
も
の
也
、
亦

（23オ）	

　
　

大
ら
う
そ
く
ニ
而
も
も
へ
つ
く
ず

	

　
　

出デ

来キ

候
て
、
火ク
ワ

勢セ
イ

く
ら
く
相
成

	

　
　

候
之
時
ハ
、
二
重ヂ
ウ

念
仏
の
上ア

ヶ
之
処

	

　
　

に
て
真シ
ン

を
切キ
リ

候
也
、
報ホ
ウ

恩オ
ン

講カ
ウ

ハ

	

　
　

勤
行
永ナ
ガ

く
候
へ
ハ
、
花
ら
う
そ
く

	

　
　

に
て
も
三
重ヂ
ウ

念
仏
之
上
ヶ
ニ
而
、

	

　
　

必
カ
ナ
ラ
ズら
う
そ
く
立タ
テ

替カ
エ

可
レ

申
候
、

	

　
　

右
い
づ
れ
も
其ソ
ノ

家イ
ヘ

々〳
〵

主シ
ユ

人ジ
ン

之

	

　
　

心
コ
ヽ
ロ

得エ

也
、
尤
モ
ト
モ

其ソ
ノ

取ト
リ

扱
ア
ツ
カ
ヒ

方カ
タ

、
勤
行
中

	

　
　

之
事
ニ
付
、
随ス
イ

分フ
ン

相ア
イ

慎ツ
ヽ
シ
ミし
と
や
か

	

　
　

に
取ト
リ

扱ア
ツ
カ
ヒ、
礼レ
イ

敬ケ
イ

可ア
ル

有ヘ
キ

之
事
、
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一
、
勤
行
中
ハ
御
大タ
イ

切セ
ツ

之
御
事
ニ
付
、

（23ウ）	
　
　

無ヨ

餘子
ン

念ナ
ク

人ジ
ン

気キ

不ウ
コ
カ
ヌ動
様ヤ
ウ

相ア
イ

慎
ツ
ヽ
シ
ミ

	

　
　

可ア
イ

二

相ツ
ト
ム

勤ヘ
シ

一

候
、
彼カ
レ

是コ
レ

と
立タ
チ

騒サ
ハ
ギ

候
事
、

	

　
　

或ア
ル
イは
勝カ
ツ

手テ

向ム
キ

騒サ
ハ
ガし
か
ら
ざ
る

	

　
　

や
う
ニ
、
主シ
ユ

人ジ
ン

心
を
配ク
バ

り
可
レ

申
候
、

	

　
　

若モ
シ

又マ
タ

輪リ
ン

燈ト
ウ

な
ど
ゆ
り
込コ
ミ

候
て
、

	

　
　

消キ
ヱ

か
ゝ
り
候
事
有
之
候
ハ
ヽ
、
夫ソ
レ

々〳
〵

	

　
　

勤コ
ン

行ギ
ヤ
ウ

之
透ス
キ

間マ

を
相ア
イ

考カ
ン
ガ
ヘ、
か
ゝ
げ

	

　
　

上
ヶ
可
レ
申
候
、
何
分
ニ
も

	

　
　

御
仏
前
江
向ム
カ

ひ
、
が
さ
つ
之
挙フ
ル

	

　
　

動マ
イ
ア
ル有
之
べ
か
ら
ず
、
外ゲ

典デ
ン
ニ
も

	

　
　

神シ
ン

を
祭マ
ツ

る
事
神シ
ン

在イ
マ
スが
如
く

	

　
　

と
云
り
、
随ズ
イ

分ブ
ン

相ア
イ

慎ツ
ヽ
シ
ミ、
恭ク

敬ケ
ウ

尊ソ
ン

（24オ）	

　
　

重ヂ
ウ

せ
し
む
へ
き
も
の
な
り
、

	

一
、
如
来
様
拝ハ
イ

礼レ
イ

仕シ

や
う
之
事
、

	

　
　

両
リ
ヤ
ウ

手テ

を
篤ト
ク

と
胸ム
子

之
中ナ
カ

程ホ
ド

に

	

　
　

当ア
テ

て
お
が
む
べ
し
、
唇
ク
チ
ヒ
ルや

	

　
　

鼻ハ
ナ

之
穴ア
ナ
江
指ユ
ビ

先サ
キ

を
付ツ
ケ

る
は

	

　
　

よ
ろ
し
か
ら
ず
、
又
両リ
ヤ
ウ

手テ

之

	

　
　

ゆ
び
を
入イ
レ

交マ
セ

に
す
る
、
是
を

	

　
　

合カ
ツ

掌シ
ヤ
ウ

叉シ
ヤ

手シ
ユ

と
い
ふ
て
、
是
も

	

　
　

宜ヨ
ロ

し
か
ら
ず
、
左サ

右ユ
ウ

之
指ユ
ヒ

先サ
キ

	

　
　

組ク
ミ

合ア
ハ

せ
お
が
む
ハ
秘ヒ

事ジ

法
門

	

　
　

之
者
多ヲ
ホ

く
用モ
チ
ユる
事
な
り
、

	

　
　

当
流
之
御
門モ
ン

徒ト

一
切
無ム

用ヨ
ウ

た
る
べ
し
、

（24ウ）	

一
、
御
和ワ

賛サ
ン

御
文フ
ミ

い
た
だ
き
様ヤ
ウ

之
事
、

	

　
　

何イ
ツ

れ
ニ
も
本ホ
ン

の
下シ
タ

之
処ト
コ
ロ
を
両
リ
ヤ
ウ

手テ

	

　
　

に
て
持モ
チ

、
我ワ
ガ

額ヒ
タ
イ

口ク
チ

迄
真マ

一井
チ

字ジ

	

　
　

に
お
し
上ア

ヶ
、
頭カ
シ
ラハ
少ス
コ

し
う
つ
む
く

	

　
　

心
コ
ヽ
ロ

持モ
チ

に
て
、
う
や
〳
〵
敷シ
ク

御
大タ
イ

切セ
ツ
ニ

	

　
　

い
た
だ
く
べ
し
、
只タ
ヾ

軽カ
ロ

々〳
〵

敷シ
ク

	

　
　

口ク
チ

に
ね
ぶ
る
か
、
鼻ハ
ナ

に
か
ぐ
様ヤ
ウ

ニ

	

　
　

い
た
だ
く
ハ
甚
ハ
ナ
ハ
タ

不フ

敬ケ
イ

之
至イ
タ
リ

也
、

	
　
　

導タ
ウ

師シ

相ア
イ

勤ツ
ト
メ

候
ハ
ヽ
、
別ヘ
チ
シ
テ
コ
ヽ
ロ

而
可
レ

有ヱ

	

　
　

心ア
ル
ヘ
キ得
候
事
、

	

一
、
袴
ハ
カ
マ

肩カ
タ

衣キ
ヌ

或ア
ル
ヒは
上カ
ミ

下シ
モ

着チ
ヤ
ク

用ヨ
ウ

之
儀
、

	

　
　

惣
じ
て
寺
方
請シ
ヤ
ウ

待ダ
イ

、
都ス
ベ
テ而
、

（25オ）	

　
　

式シ
チ

立タ
チ

候
法ホ
ウ

会エ

之
時
は
、
身ミ

分フ
ン
ニ
応ヲ
ヽ

じ

	

　
　

勿モ
チ

論ロ
ン

着チ
ヤ
ク

用ヨ
ウ

可イ
タ
スレ

致ヘ
ク

候
、
報ホ
ウ

恩オ
ン

講コ
ウ

、

	

　
　

又
ハ
年子
ン

回ク
ワ
イ

法
事
等
之
節
ハ
、
袴
ハ
カ
マ

	

　
　

着
チ
ヤ
ク

用ヨ
ウ

可
レ

致
事
也
、
近
来
ハ
略リ
ヤ
クを

	

　
　

好コ
ノ

ミ
候
様
ニ
な
り
た
り
、
潜セ
ン

上シ
ヤ
ウに
ハ

	

　
　

あ
ら
ず
、
御
敬ウ
ヤ
マ
ヒを
分フ
ン

別ヘ
チ

し
て

	

　
　

混コ
ン

同ト
ウ

す
べ
か
ら
ず
、

	

一
、
上ウ
ハ

香カ
ウ

炉ロ

焼シ
ヤ
ウ

香カ
ウ

仕
候
上
、
ふ
た
を
仕
候

	

　
　

も
の
な
り
、
し
か
し
蓋フ
タ

仕
候
て
ハ

	

　
　

香カ
ウ

立タ
チ

兼カ
子

候
ハ
ヽ
、
ふ
た
を
上ウ
ハ

卓
シ
ヨ
ク

	

　
　

之
上
ニ
取ト
リ

置ヲ
ク

べ
し
、
勤コ
ン

行キ
ヤ
ウ

済ス
ミ

	

　
　

之
う
へ
、
必
カ
ナ
ラ
ズふ
た
仕
候
も
の
也
、

（25ウ）	

一
、
御
仏
前
ニ
半ハ
ン

畳ヂ
ウ

ご
ざ
敷シ
キ

事
、

	

　
　

随ス
イ

分フ
ン

宜ヨ
ロ

候シ
ク

、
寺テ
ラ

方カ
タ

請シ
ヤ
ウ

待タ
イ

之
時
ハ
、

	

　
　

必
カ
ナ
ラ
ス

可シ
ク

鋪ヘ
シ

候
、
毛モ
ウ

せ
ん
を
敷シ
キ

候
う
へ
ニ

	

　
　

薄ウ
ス

ご
ざ
敷シ
キ

候
事
不ヨ
ロ
シ

宣カ
ラ
ス

候
、
両
リ
ヤ
ウ

	

　
　

品シ
ナ

之
内
い
づ
れ
ニ
而
も
一
方ハ
ウ

に
て

	

　
　

可シ
カ
ルレ

然ヘ
キ

事
、

		

　
　

法ホ
ウ

義キ

者シ
ャ

身ミ

持モ
チ

之ノ

事

	

一
、
御
公コ
ウ

義キ

御
法ホ
ウ

度ト

幷
ニ

	

　
　

御
国コ
ク

法
之
儀
は
勿モ
チ

論ロ
ン

、
仁シ
ン

義ギ

	

　
　

礼レ
イ

智チ

信シ
ン

五コ

常ジ
ヤ
ウ

之
道ミ
チ

、
少ス
コ

し
も

	

　
　

不
ア
イ
ソ
ム
カ
ヌ
ヤ
ウ
イ
タ
ス
ヘ
キ

相
背
様
可
致
事
、
是コ
レ

元ク
ワ
ン

来ラ
イ

	

　
　

御
文フ
ミ

之
御
教ケ
ウ

化ケ

也
、
尚ナ
ヲ

今コ
ン

般ハ
ン

（26オ）	

　
　

被
二

仰
出
一

候
七
ヶ
條テ
ウ

幷
、
六
ヶ
条デ
ウ
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等ト
ウ

之
御
趣シ
ユ

意イ

也
、
急キ
ツ

度ト

相ア
イ

耆
タ
シ
ナ
ム

	

　
　

べ
し
、
法
義
歓ヨ
ロ
コふ
程ホ
ド

之
身ミ

分フ
ン

	

　
　

に
、
聊
イ
サ
ヽ
カも
不フ

埒ラ
チ

之
事
有
之
ニ

	

　
　

お
ゐ
て
ハ
、
常ツ
子

之
人
之
悪ア

敷シ
キ

	

　
　

よ
り
格カ
ク

別ヘ
チ

に
目メ

立タ
チ

候
て
、

	

　
　

祖ソ

師シ

善セ
ン

知チ

識シ
キ

様
之
御
㒵カ
ホ

に
	

　
　

泥ド
ロ

を
ぬ
る
道ト
ウ

理リ

に
相ア
ヒ

当ア
タ

り
、

	

　
　

大タ
イ

罪ザ
イ

是
に
過ス
キ

た
る
ハ
な
し
、
と

	

　
　

可
コ
ヽ
ロ

二

相ウ
ベ
シ心
得
一

候
、
是
宗
門
之
あ
た

	

　
　

敵カ
タ
キに
し
て
、
当
流
衰ス
イ

微ビ

之
基モ
ト

	

　
　

と
成
候
事
、
常ツ
子

に
忘バ
ウ

脚キ
ヤ
クす
べ

（26ウ）	

　
　

か
ら
ず
、
恐
れ
可
ツ
ヽ
シ
ムレ

慎ヘ
キ

事
、

	

一
、
何ナ
ニ

程ホ
ド

口ク
チ

に
常ツ
子

に
法
義
を
述ノ
ベ

	

　
　

候
ふ
て
も
、
都ス
ベ
テ而
之
人
に
能ヨ
キ

人ヒ
ト

と

	

　
　

思ヲ
モ

ハ
れ
ず
ハ
、
仏
法
に
入イ
リ

た
る

	

　
　

所シ
ヱ

詮セ
ン

無
之
候
、
謗ハ
ウ

難ナ
ン

こ
そ
招マ
子

き

	

　
　

出イ
タ

せ
何ナ
ニ

程ホ
ド

申
す
共
、
聞キ
ク

人ヒ
ト

が

	

　
　

信シ
ン

仰カ
ウ

無ナ
キ

之
も
の
也
、
随ズ
イ

分ブ
ン

〳
〵

	

　
　

柔ニ
ウ

和ワ

忍ニ
ン

辱ニ
ク
ニ
可ア
ル

有ヘ
キ

之
事
、

	

一
、
第
一
ニ
后コ

生シ
ヤ
ウこ
そ
一井
チ

大タ
イ

事シ

也
、
と

	

　
　

い
ふ
信
心
を
可ト
ル

レ

取ヘ
キ

事
ハ
勿モ
チ

論ロ
ン

也
、

	

　
　

信シ
ン

の
上ウ
ヘ

よ
り
ハ
智チ

之
御コ
ミ
ヤ
ウ冥
見ケ
ン

	

　
　

に
慚ハ
チ

入イ
リ

て
、
身ミ

を
慎
ツ
ヽ
シ
ミ

御コ

恩オ
ン

（27オ）	

　
　

報ハ
ウ

謝シ
ヤ

之
称シ
ヤ
ウ

名ミ
ヤ
ウ、
不ケ
ダ
イ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル

可
有
懈
怠

	

　
　

も
の
な
り
、

	

一
、
法
義
歓ヨ
ロ
コふ
所シ
ヨ

詮セ
ン

に
ハ
家カ

内ナ
イ

	

　
　

之
者
も
打ウ
チ

や
わ
ら
ぎ
、
万ハ
ン

事ジ

	

　
　

仏
法
之
上ウ
ヘ

よ
り
因イ
ン

果ク
ワ

を
あ
き

	

　
　

ら
め
、
堪カ
ン

忍ニ
ン

を
専モ
ハ
ラ
ニ
仕
り
、
親シ
ン

子シ

	

　
　

兄ケ
ウ

弟タ
イ

夫フ
ウ

婦フ

、
其ソ
ノ

外ホ
カ

眷ケ
ン

属ソ
ク

に

	

　
　

至イ
タ

る
迄
睦ム
ツ
マ

敷ジ
ク

相ア
イ

暮ク
ラ

し
、
尚ナ
ヲ

又マ
タ

	

　
　

家カ

業ゲ
ウ

夫ソ
レ

々〳
〵

無ユ

油タ
ン

断ナ
ク

相ア
イ

励ハ
ゲ

ミ

	
　
　

候
ら
ハ
ヽ
、
自シ

然子
ン

と
其ソ
ノ

家イ
エ

繁ハ
ン

昌
シ
ヤ
ウ

	
　
　

し
、
弥
イ
ヨ
〳
〵

御
法
義
も
潤ウ
ル
ハふ
べ
し
、

	

　
　

返カ
ヘ

す
〳
〵
も
信シ
ン

の
上ウ
ヘ

よ
り
は
、

（27ウ）	

　
　

常ツ
子

に
冥
ミ
ヤ
ウ

加カ

を
恐ヲ
ソ

れ
奉
タ
テ
マ
ツり
、

	

　
　

正
シ
ヤ
ウ

直ジ
キ

之
心コ
ヽ
ロ

懸ガ
ケ

第タ
イ

一井
チ

之
事
、

		

　

当
流
筆ヒ
チ

記キ
リ

略ヤ
ク

字ジ

を
知シ
ル

事コ
ト

、

			

			

　
　

右
之
外
考カ
ン
カへ
て
読ヨ
ム

べ
し
、

	

　
　

御
文フ
ミ

五
帖デ
ウ

を
知シ

る
哥ウ
タ

	

一
ハ
或ア
ル

、
二
ハ
多タ

屋ヤ

内ナ
イ

ニ
、
三
ハ
抑ソ
モ

、

	

　

四
ハ
夫ソ
レ

真シ
ン

宗シ
ユ

、
五コ

帖テ
ウ

末マ
チ

代タ
イ

、

（28オ）	

　
　

跋

	

　

そ
も
〳
〵
当タ
ウ

流リ
ウ

の
佛
法
に

	

　

帰キ

す
る
御
門モ
ン

徒ト

等
、
来ク

る
月ツ
キ

・

	

　

変
る
日ヒ

毎コ
ト

に
内ナ
イ

佛フ
チ

前ゼ
ン

の
勤コ
ン

行ギ
ヤ
ウ・

	

　

荘
シ
ヤ
ウ

厳コ
ム

等
に
聊
イ
サ
ヽ
カの
差サ

略リ
ヤ
クを
求モ
ト
メる

	

　

事コ
ト

お
こ
か
ま
し
く
、
片カ
タ

腹ハ
ラ

い
た
き

	

　

風フ

情セ
イ

な
れ
ど
も
、
彼カ
ノ

つ
れ
〳
〵
に

	

　

筆フ
デ

を
と
れ
ば
物
か
ゝ
れ
、
楽カ
ク

器キ

	

　

を
取ト
レ

は
音子

を
立タ
テ

ん
と
お
も
ふ
、

	

　

心コ
ヽ
ロは
事コ
ト

に
ふ
れ
て
来キ
タ

る
と
、

	

　

假カ
リ

に
も
其ソ
ノ

器ウ
ツ
ハに
遊ア
ソ

ふ
時ト
キ

ハ
、

	

　

自シ

然ゼ
ン

と
佛フ
チ

恩オ
ン

師シ

恩オ
ン

の
浅セ
ン

深シ
ン

（28ウ）	

　

厚カ
ウ

薄ハ
ク

を
も
知シ

り
、
次ツ
キ

に
ハ
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己
ヲ
ノ
レ

〳
〵
が
分フ
ン

限ゲ
ン

に
、
過ク
ワ

不フ

及ギ
フ

の

	
　

失シ
ツ

お
も
辨ワ
キ
マへ
、
謙ケ
ン

譲シ
ヤ
ウの
礼レ
イ

敬ケ
イ

	

　

を
重ヲ
モ

ん
ず
る
時
は
、
佛フ
チ

祖ソ

の

	

　

冥
シ
ヤ
ウ

慮リ
ヨ

に
も
か
な
ひ
、
報ホ
ウ

恩オ
ン

	

　

謝シ
ヤ

徳ト
ク

に
も
相ア
イ

備ソ
ナ

は
り
侍ハ
ン
ベら
ん
と
、

	

　

爾シ
カ

言イ
フ

、

	

　
　

文
政
十
二
丑
年
初
夏

	

　
　
　

発
起　

釋
朋
公
（
印
）

	

　
　
　
　

名
古
屋
本
町
五
丁
目

	

　

尾
張
書
林　
　
　
　

本
屋
重
兵
衛

		


